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東北には個性に富む 12 水系の一級河川が流れ、その流域の多くの湖沼やため池など

の水辺は、東北でなじみのあるガン類やハクチョウ類など、広域の水辺を行き来する

大型水鳥類の中継地や越冬地等となっており、中にはラムサール条約湿地に登録され

た国際的に重要な地域も含まれているなど、豊かな自然環境が維持されています。 

その一方で、国内最大のガン類の越冬地を形成している宮城県の北部地域等では、

飛来した個体が過密状態にあることによる問題も懸念されています。さらに、より広

域の生態系ネットワーク形成の視点からは、東北への飛来が近年相次いでいるコウノ

トリが安定して生息できる環境整備や、タンチョウの生息地分散行動計画に基づく東

北への越冬地の拡大なども課題となっています。また、東北の宝とも言えるこれらの

生きものや豊かな自然環境は、身近で当たり前の存在としてその価値や魅力を地域内

外に十分に発信できていない面もあります。 

こうした課題への対応には、広域の視点が重要であり、その推進力となる様々な主

体による広域連携・協働が欠かせません。近年、国土形成計画等の行政計画に基づき、

持続可能な国土形成に資する取組みとして生態系ネットワークの推進が掲げられ、生

態系の広域的なつながりを示す大型水鳥類等を指標とした水辺環境の保全・再生や、

その成果を活かした観光や農業等の地域振興の取組みが、全国各地で多様な主体の連

携により進められています。 

東北は全国規模の生態系ネットワーク形成の視点からも重要な役割を担うことから、

今回、行政区域や分野を超えて多様な主体が広域で連携・協働する場として『東北生

態系ネットワーク推進協議会』を設立し、東北全域を対象とした生態系ネットワーク

形成に取り組むことといたしました。多くの人々の共感を得るための取組みのシンボ

ルとしては、東北の自然の豊かさを象徴する大型水鳥類等の生きものを掲げ、河川を

基軸とした豊かで健全な生態系による自然の恵みや価値に気付き、観光資源等として

地域振興に持続的に活用することで、東北が潜在的に有する魅力の再発見やブランド

力の向上を図っていきます。 
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